
児童・
生徒

要保護
準要
保護

認定数 認定率

２０１２年 8,099 145 2,232 2,377 29.35%
２０１３年 8,188 186 2,064 2,250 27.48%
２０１４年 8,309 148 2,031 2,179 26.22%
２０１５年 8,433 153 2,021 2,174 25.78%
２０１６年 8,522 142 1,731 1,873 21.90%

児童・
生徒

要保護
準要
保護

認定数 認定率

２０１２年 3,155 93 1,257 1,350 42.79%
２０１３年 3,194 85 1,225 1,310 41.01%
２０１４年 3,303 90 1,241 1,331 40.30%
２０１５年 3,310 93 1,170 1,263 38.16%
２０１６年 3,313 101 1,003 1,104 33.32%

児童・
生徒

要保護
準要
保護

認定数 認定率

２０１２年 11,254 238 3,489 3,727 33.12%
２０１３年 11,382 271 3,289 3,560 31.28%
２０１４年 11,612 238 3,272 3,510 30.23%
２０１５年 11,743 246 3,191 3,437 29.27%
２０１６年 11,865 243 2,734 2,977 25.09%

年度
中学校

※２０１６年度は、昨年６月１６日時点であり、最終的
にはほぼ昨年と同じ状況と予測されます

荒川区の就学援助認定状況

年度
合計

年度
小学校

1,120人

都立   660人

都内私立   400人

国立、他県    55人

未定     ５人
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区政報告
ニュース

義
務
教
育
は
、
憲
法
で
「
無
償
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
中
身
は

「
授
業
料
」
「
教
科
書
」
以
外
は
、

多
く
の
部
分
を
保
護
者
の
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
子
ど
も
貧
困
は

16
・
３
％
と
極
め
て
深
刻
で
す
。
そ

の
た
め
生
活
保
護
に
は
、
教
育
扶
助

が
あ
り
、
そ
れ
に
準
ず
る
低
所
得
世

帯
へ
は
、
就
学
援
助
制
度
に
よ
っ
て

入
学
準
備
、
学
用
品
、
修
学
旅
行
、

学
校
給
食
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。
荒
川
区
の
就
学
援
助
認
定
基

準
が
生
活
保
護
基
準
の
１
・
２
倍
に

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
荒

川
区
で
は
、
要
保
護
と
準
要
保
護
合

わ
せ
て
小
中
合
計
で
約
３
割
が
受
給

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
中
学
校

で
は
約
４
割
近
く
が
受
給
。

現
行
１
億
５
千
万
円
の
予
算

を
３
倍
に
す
れ
ば
無
償
が
実
現
！

ほ
ん
と
う
に
子
ど
も
を
地
域
の

「
宝
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

憲
法
の
原
則
を
地
方
自
治
体
荒
川
区

と
し
て
実
現
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
就
学
援
助
を
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
に
拡
大
す
れ
ば
、
事
実

上
の
無
償
化
が
実
現
し
ま
す
。

そ
こ
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
次
の

改
善
が
必
要
で
す
。

①
就
学
援
助
の
認
定
基
準
を
当
面
生

活
保
護
の
１
・
３
に
引
き
上
げ
る

（
全
国
の
多
く
の
自
治
体
が
１
．
３
）

②
入
学
準
備
金
を
入
学
前
の
３
月
ま

で
に
支
給
す
る
（
加
え
て
独
自
に
入

学
準
備
金
を
倍
加
）

③
他
区
で
も
実
施
し
て
い
る
メ
ガ
ネ

な
ど
法
定
外
の
援
助
を
拡
大

④
食
育
を
重
視
し
て
ま
ず
学
校
給
食

の
無
償
化
に
踏
み
出
す
（
タ
ブ
レ
ッ

ト
予
算
の
半
分
程
度
回
せ
ば
可
能
）

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
少
子
化

対
策
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て

も
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 荒川区教育ビジョン

改定素案について…など
雪
に
見
舞
わ
れ
た
大
学
セ
ン
タ
ー
試

験
の
様
子
が
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
、
先
週

か
ら
都
立
高
校
の
試
験
開
始
な
ど
、
ま

さ
に
受
験
シ
ー
ズ
ン
幕
開
け
で
す
。
受

験
生
や
ご
家
族
は
、
本
当
に
不
安
や
緊

張
の
毎
日

で
し
ょ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
万
全
の
健
康
管

理
を
心
掛
け
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
の
場
合
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
教
育
費
が
今
で
も

最
下
位
の
ま
ま
で
す
。
高
い
学
費
と
奨

学
金
と
い
う
名
の
「
教
育

ロ
ー
ン
」
。
義
務
教
育
で

す
ら
入
学
時
に
数
万
か
ら

十
万
円
と
家
計
に
負
担
が

の
し
か
か
り
ま
す
。
ま
だ

子
ど
も
を
大
事
に
す
る
国

に
は
相
当
の
距
離
が
あ
る

よ
う
で
す
。
地
方
か
ら
ぜ

ひ
変
え
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

（
横
山
幸
次
）

２月６日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。秘密は厳守します。お急ぎの場

合は、北千住法律事務所の相談日など

ご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

「要保護世帯」の入学準備金が２倍に
来年度から「要保護世帯」（生活保護世帯

と同程度に困窮している世帯）に対する就学

援助のうち、新入学児童生徒に対する入学準

備費用の国の補助単価が約２倍に引き上げら

れます。小学生に対する補助単価は現在２万

４７０円が４万６００円に、中学生は２万３

５５０円から４万７４００円にそれぞれ引き

上げられます。

受験本番での注意点
①家族が外から風邪を持

ち込まない

②会場に温かいお茶やチョ

コレート

③食事はいつもと変わら

ないメニューで

④不安や緊張は家族友人

に伝え発散

⑤「今できることをしよ

う」と暗示をかける

…などなど



区
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
「
確
か
な

学
力
の
定
着
・
向
上
を
図
る
」
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
当
然
で
す
。

今
回
公
表
し
た
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
改

定
素
案
で
は
、
「
確
か
な
学
力
」
の

評
価
を
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の
成

績
で
行
っ
て
い
ま
す
。
「
成
果
」
と

し
て
全
14
項
目
の
う
ち
６
項
目
が
全

国
学
力
テ
ス
ト
の
評
価
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
全
国
学
力
テ
ス

ト
で
子
ど
も
た
ち
の
「
確
か
な
学
力
」

が
判
断
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
一
方

今
回
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
素
案
で

は
、
授
業
で
の
子
ど
も
の
様
子
、
先

生
の
声
な
ど
教
育
現
場
で
の
評
価
が

見
え
て
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
と
電
子

黒
板
の
活
用
で
、
当
初
区
が
言
っ
て

き
た
「
子
ど
も
の
貧
困
」
対
策
、
画

期
的
な
教
育
の
実
現
な
ど
現
実
に
ど

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
程

度
使
用
さ
れ
活
用
さ
れ
て
る
の
か
な

ど
見
え
ま
せ
ん
。
真
摯
な
検
証
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
学
校
図
書
館
の
蔵
書
充
実
と

全
校
図
書
館
司
書
配
置
な
ど
で
、
小

学
校
で
貸
し
出
す
数
が
１
・
５
倍
、

読
書
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。
し
か
し
、
中

学
校
は
貸
出
数
が
横
ば
い
で
あ
り
、

問
題
点
や
課
題
の
検
証
を
行
う
こ
と

が
必
要
な
気
が
す
る
の
で
す
が
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
の

発
表
が
衝
撃
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

世
界
で
最
も
裕
福
な
上
位
８

人
上
位
の
資
産
は
合
計
４
兆
２

６
０
０
億
ド
ル
で
す
。
下

位
所
得
（
世
界
人
口
の
半

分
）
36
億
７
５
０
０
万
人

の
資
産
が
ほ
ぼ
同
じ
だ
と

い
う
報
告
で
す
。
１
９
８

８
年
か
ら
２
０
１
１
年
に
、

下
位
10
％
の
収
入
増
は
た
っ

た
70
ド
ル
で
し
た
。

上
位
１
％
は
、
１
８
２

倍
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
株

価
の
高
騰
に
よ
る
も
の
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

格
差
拡
大
は
社
会
の
分

断
と
対
立
を
招
く
。
そ
こ

に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
な
い
社
会

制
度
が
長
続
き
す
る
は
ず
は
あ

り
ま
せ
ん
。

受験生にとっては、たいへんな毎日でしょう。若者の

希望に応えるため、経済状況にかかわらず、格差なく教

育を受けられるようにすることが政治の責任です。国は、

高校授業料について一定の助成を行っています。公立高

校に１１万８８００円、私立には、所得に応じて２９万

７０００円が限度になっています。来年度からは、東京

都が私立高校への助成を上乗せ４４万円まで検討中です。

（所得制限を年収約９１０万円まで）

しかし初年度、私立は７２万円以上かかり、公私とも

授業料以外の出費も多くあります。

非課税世帯などの方には、教科書・学用品等への給付

金がありますが、対象

を狭めず、希望する全

ての子どもたちが教育

を受けられるよう支援

をさらに拡大すべきで

す。

「確かな学力の定着・向上を図る」取り組みの課題

○ 全国学力・学習状況調査において、小学生において

は、国語Ｂ（主とし活用を問う問題）中学校においては

数学Ａ（主として知識を問う問題）に課題がある。

○ 国、東京都及び荒川区主催の種々学力調査等で徐々

に結果が出始めているところであるが、基礎的・基本的

な事項の知識習得よりも、習得した知識を活用して問題

解決を図る能力を向上することに課題がシフトしている。

○ 小学校から中への英語科における円滑な接続や、タ

ブレットＰＣ電子黒板を活用し、子どもたちの意欲・関

心一層高めるような指導充実が必要である。（抜粋）

※ここで課題としてあげられている３項目は、いずれも

深い教育的検証が必要なものばかりです。全国学力テス

トで特に中学生が全国平均以下であることから、これま

での習熟度別指導、小学校英語科、タブレットＰＣの教

育効果の検証は不可欠と思うのですが。

授業料（文科省調べ2016年度）
都立 11万8,800円

私立 授業料39万578円

入学金16万2,362円

施設整備等16万9,360円

合計 72万2,300円（平均）


